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TXE81xx-Q1 GPIO エクスパンダとの SPI デイジーチェーン接続

Tyler Townsend

概要

このアプリケーション ノートでは、複数の TXE8124-Q1 デバイスを使用した SPI デイジーチェーン接続の使用例を紹介

します。
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1 概要

デイジーチェーン接続は、複数の SPI プロトコルデバイスにより使用される機能です。デイジーチェーン接続を使用する

ことで、配線コストを削減し、MCU とプロセッサから必要な IO の合計数を削減できるため、PCB がより簡潔でシンプルに

なります。
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2 SPI デイジーチェーンとは何か？

SPI デイジーチェーン接続は、複数の SPI ペリフェラル デバイスを直列接続して通信するために使用する接続方式で

す。デイジーチェーン接続により、必要な配線 / パターン長が短くなり、複数のチップ セレクトのために MCU の GPIO を
節約できます。

複数のペリフェラルの通常の SPI 構成では、各 SPI ペリフェラル デバイスにチップ セレクト信号が必要です。これは、シ

ステム内の各 SPI ペリフェラルのために、MCU からの GPIO を予約する必要があることを意味します。4 つのペリフェラ

ル デバイス間の通常の SPI 構成については、以下の例を参照してください。
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図 2-1. デイジーチェーンを使用しない SPI バスの例

4 つの SPI ペリフェラル デバイスを制御するには、MCU からのピンが 8 つ必要です。MCU からの PICO は、すべての

シリアル データ入力 (SDI) に接続されます。MISO は、シリアル データ出力 (SDO) に接続されます。クロック ピン 

(SCLK) は、システム内のすべてのデバイスで共有されます。個別のチップ セレクトをシステム内の各ペリフェラル専用に

する必要があります。

SPI の通常の実装には、MCU からの複数の GPIO ピンが必要で、特定のシステムでは制限される可能性があります。つ

まり、各チップ セレクトを各ペリフェラル デバイスに配線することで、システムで使用する配線が増えることになります。言

い換えると配線が物理的に増加し、システム内の重量が増加したり、PCB が複雑になる可能性があります。

www.ti.com/ja-jp SPI デイジーチェーンとは何か？

JAJAA52A – OCTOBER 2025 – REVISED MAY 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

TXE81xx-Q1 GPIO エクスパンダとの SPI デイジーチェーン接続 3

English Document: SDAA085
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJAA52
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJAA52A&partnum=
https://www.ti.com/lit/pdf/SDAA085


必要な配線とチップ セレクト ラインの数を減らすという 2 つの問題を解決するために、SPI デイジーチェーン接続方式を

実装できます。この機能を利用するには、IC デバイスのメーカーが SPI デイジーチェーンをサポートしている必要があり

ます。

(注：SDO は SDI に接続され、1 つのチップ セレクト信号のみを使用)
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図 2-2. デイジー チェーン接続を使用した SPI バスの例

デイジーチェーンの実装では、あるペリフェラルからの出力を別のペリフェラルの入力に接続することで、シリアル データ

を効率化できます。この場合、MCU からの配線は必要はなく、シーケンス内の各ペリフェラルに「チェーン接続」できるた

め、配線を大幅に削減できます。

注
デイジー チェーン接続でデバイスを接続する場合、チェーンの最後段のデバイスからの SDO をサンプリング

する際には、SCLK 周波数を低下させる必要があることがあります。これは、チェーン内の各デバイスのデータ

有効時間が累積されることに加え、最も遠いデバイスまでの SCLK の伝搬遅延も加算されるためです。

SPI デイジーチェーンとは何か？ www.ti.com/ja-jp

4 TXE81xx-Q1 GPIO エクスパンダとの SPI デイジーチェーン接続 JAJAA52A – OCTOBER 2025 – REVISED MAY 2026
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

English Document: SDAA085
Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJAA52
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJAA52A&partnum=
https://www.ti.com/lit/pdf/SDAA085


3 TXE81xxEVM を使用した SPI デイジーチェーンの例

以下の使用事例では、SDO ラインと SDI ラインをチェーン内で接続することにより、4 台の TXE81XXEVM をデイジーチ

ェーン接続しています。SCLK ピンは、MCU とチップ セレクト信号を含むすべてのデバイス間で共有されます。

(ボードには、右から左の順に 1～4 のラベルが付いています)

0xFF 0xAA 0x00 0x55

図 3-1. 4 台の TXE81XXEVM のデイジーチェーン構成での接続

各 TXE8124-Q1 デバイスの各方向構成レジスタ (0x04) にデータが書き込まれます。ポート 0 のみに書き込まれます。

方向構成レジスタが 1 のとき、GPIO は出力に設定されます。方向構成レジスタが 0 のとき、GPIO は入力に設定されま

す。デイジーチェーンの例に記載されている正確なデータについては、表 3-1 を参照してください。

表 3-1. ボード構成

ボード番号 レジスタ・アドレス ポート データ 入力 / 出力

1 0x04 0 0x55
入力 = P0.1、P0.3、P0.5、

P0.7 出力 = P0.0、P0.2、

P0.4、P0.6

2 0x04 0 0x00 入力 = P0.0～P0.7 出力 = 
なし

3 0x04 0 0xAA
入力 = P0.0、P0.2、P0.4、

P0.6 出力 = P0.1、P0.3、

P0.5、P0.7

4 0x04 0 0xFF 入力 = なし 出力 = P0.0～
P0.7

TXE81xx には、次の 4 種類の SPI セグメントがあります。ステータス、ヘッダー、アドレス、データ。表 3-2 に、デイジー

チェーンで送信される各セグメントのビット単位の説明を示します。

注
ヘッダ セグメントのビット 15 と 14 はヘッダ ID であり、デバイス コントローラがヘッダ セグメントを受信している

ことを検出するために使用されます。ヘッダ ID ビットは値 01 を取り、これがヘッダ セグメントであることを示し

ます。ビット 13 ～ 5 は予約済みであり、ビット 4 ～ 0 はチェーン内のデバイス数を示します。デイジーチェー

ン接続できるデバイスの最大数は 31 です。
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表 3-2. SPI セグメントの説明

SPI セグメント タイプ ビット割り当て

ステータス ビット [15:14] = 1 (ステータス セグメントであることを示します)
ビット [13:8] = フォルト ステータス レジスタ (0x1900) のビット 5～0
ビット [7:0] = 0 (デフォルト)

ヘッダー ビット [15:14] = それぞれ 0 および 1 (ヘッダー セグメントであることを示し

ます)
ビット [13] = 予約済み

ビット [12:0] = デイジーチェーン内のデバイス数を決定します

アドレス (レジスタ アドレス) ビット [15] = SPI 動作モードを示します (1 = 読み取り操作、0 = 書き込み

操作)
ビット [14:13] = 不定 (X)
ビット [12:8] = 機能アドレス

ビット [7] = 不定 (X)
ビット [6:4] = ポート選択

ビット [3:1] = 不定 (X)
ビット [0] = マルチポート

データ ビット [7:0] = レジスタに書き込むデータ

チェーンを介したデータ送信を開始するには、最初にヘッダー セグメントが送信され、次にチェーン内で最も遠いボード

のレジスタ アドレスが送信されます。チェーンに 4 つのデバイスが存在する場合、4 番目のデバイスのレジスタ アドレスが

最初に送信され、次に 3 番目のデバイスの順に送信されます。データ バイトは、レジスタ アドレス バイトの後に続きます。

最初のデータ バイトは、チェーン内で最も遠いデバイスに適用されます。チェーン内に 4 つのデバイスがある場合、最初

のデータ バイトは 4 番目のデバイスに適用され、次に 3 番目のデバイスの順に適用されます。SPI データがどのように送

信されるかについての、より詳細なバイト単位の例は、図 3-3 を参照してください。
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図 3-2. SPI デイジーチェーンのブロック図
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図 3-3. チェーン内の各バイトのシーケンス
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0x40 0x04 0x04 0x00 0x04 0x00 0x04 0x00 0x04 0x00 0xFF 0xAA 0x00 0x55

Header Address4 Address3 Address2 Address1 Data_IN4 Data_IN3 Data_IN2 Data_IN1

図 3-4. Arduino_MOSI と基板 1 SDI の間でプローブされたデイジーチェーン SPI 転送のアノテートされた波形
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4 MSPM0 の疑似コード例

#include"ti_msp_dl_config.h"//MSP driver library
int main(void)
{
SYSCFG_DL_INT(); //initialize SPI driver
DL_GPIO_setPins(GPIO_LEDS_PORT, GPIO_LEDS_USER_LED_1_PIN | GPIO_LEDS_USER_TEST_PIN); //set /CS HIGH
DL_GPIO_clearPins(GPIO_LEDS_PORT, GPIO_LEDS_USER_LED_1_PIN | GPIO_LEDS_USER_TEST_PIN); //set /CS 
LOW 
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0b01000000); //header segment
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0b00000100);
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x04); //board 4 address
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x00);
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x04); //board 3 address
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x00);
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x04); //board 2 address
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x00);
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x04); //board 1 address
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x00);
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0xFF); //board 4 data
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0xAA); //board 3 data
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x00); //board 2 data
DL_SPI_transmitDataBlocking8(SPI_0_INST, 0x55); //board 1 data
DL_GPIO_setPins(GPIO_LEDS_PORT, GPIO_LEDS_USER_LED_1_PIN | GPIO_LEDS_USER_TEST_PIN); //set /CS HIGH 
}
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5 Arduino の疑似コード例

Arduino のコーディング例

#include <SPI.h>
#define CS 53

//MISO = 50
//CS = 53
//MOSI = 51
//SCLK = 52

void setup() {
  Serial.begin(115200);
  pinMode(CS, OUTPUT);

  SPI.begin();
  SPI.beginTransaction(SPISettings(125000, MSBFIRST, SPI_MODE0));
}

void loop() {
  //send SPI in 8-bit words
  uint8_t header_seg1 = 0b01000000;   //default header segment
  uint8_t header_seg2 = 0b00000100;   //4 devices in the chain
  uint8_t address_seg1 = 0b00000100;  //direction configuration register
  uint8_t address_seg2 = 0b00000000;  //port 0 selected, no multi-port

  digitalWrite(CS, LOW);
  SPI.transfer(header_seg1);
  SPI.transfer(header_seg2);
  SPI.transfer(address_seg1);         //board 4 address
  SPI.transfer(address_seg2);
  SPI.transfer(address_seg1);         //board 3 address
  SPI.transfer(address_seg2);
  SPI.transfer(address_seg1);         //board 2 address
  SPI.transfer(address_seg2);
  SPI.transfer(address_seg1);         //board 1 address
  SPI.transfer(address_seg2);
  SPI.transfer(0xFF);                 //board 4 data
  SPI.transfer(0xAA);                 //board 3 data
  SPI.transfer(0x00);                 //board 2 data
  SPI.transfer(0x55);                 //board 1 data
  digitalWrite(CS, HIGH);
}
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6 まとめ

通常の SPI 接続と SPI デイジーチェーン接続の実装には、以下の表に示すように、それぞれいくつかの長所と短所があ

ります。

表 6-1. 通常の SPI と SPI デイジーチェーン接続の技術的トレードオフ

通常の SPI SPI デイジー チェーン接続

配線 • 複数の CS ラインが必要になり配線が増える

• PCB が複雑になり、潜在的な配線コストが

増える

• 配線の増加 = 重量の増加 = コストの増加

• 必要な CS ラインが 1 本なので配線が減る

• PCB 配線と各 SPI ペリフェラルへの接続が

シンプルになる

デバイス制御 • 個別のデバイス制御が可能 • 単一デバイスの制御が難しく、チェーン全体

との通信が必要

データ転送 • データ転送は本質的に高速 • データがチェーン内のすべてのデバイスを

通過する必要があるため、データ転送は本

質的に低速

将来の設計 • 将来の設計を変更することは難しく、システ

ム内にペリフェラルを追加するたびに CS ラ
インを追加する必要がある

• ペリフェラルを追加する場合、SPI デイジー

チェーンの末尾に簡単に追加できる。同じ 

CS ラインを引き続き使用できる。

シグナル インテグリティ • 電気的接続を複数のデバイスに展開する必

要があり、パターン長 / 配線距離が長くなる

可能性がある

• 直列接続によりパターン長が短くなり、SI が
低減する。チェーン内の各ペリフェラル デバ

イスは、チェーン内の次のデバイスに SPI デ
ータをリドライブする

ソフトウェア • ソフトウェア実装がシンプル • チェーン内のすべてのペリフェラルで構成が

必要な場合、データ更新を効率的に行える

• ソフトウェア実装が複雑になる、SPI ワードが

長くなる

デバッグ • ペリフェラル障害を簡単に特定できる • チェーン内のどのペリフェラルが壊れたかを

判断するのが難しい

• チェーン内の 1 つのペリフェラルが壊れる

と、複数のペリフェラルが影響を受ける
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